
玉縄城跡（鎌倉市）
玉縄城跡の全域図/中央のピンク色のエリアが玉縄城跡の主要部分で、その外側のグリーン色のエリアは砦等の外曲輪として機能した



　　　　JR大船駅西口に降りると、正面に大船観音が見えるが、この丘陵は岡本砦の一部となっていたようだ 📹 video

https://youtu.be/ZC8PZZiT4T0




その手前を流れる柏尾川は城域の外堀として天然の要害になっていたらしい



大船駅から歩くこと約30分、玉縄城跡の主要部分の丘陵が見えて来た！ 📹 video

https://youtu.be/Cto7P6qxwWo


　　　玉縄トンネルを過ぎると、左手に清泉女学院へのアプローチがり、その坂を登って進む 📹 video

https://youtu.be/WJHqZKTFEYE


　　　　ここが清泉女学院の正門/この中が玉縄城跡の本丸のエリア



　　その左手に蹴鞠場や諏訪壇へ登る石段がある/普段は手前のフェンスが施錠されており、ここに入るためには事前に学校側の許可をいただく必要がある



　階段の登り口に立つ「玉縄城趾」と刻まれた石碑



　　　　　事前に許可をいただいていたので、守衛さんが厳重に見守る中、石段を登る 📹 video

https://youtu.be/Mnb76wIEkeY


階段を登り切ると前方に説明板が立っているのが見える/手前の左側方向に蹴鞠場があるようだ



　　　　これがその説明板/ここが諏訪壇のようだ/前方が開けている 📹 video

https://youtu.be/FG67JPTbN6Q


ここに玉縄城跡の守護神として諏訪神社が勧請されたと記されている/廃城後、諏訪神社は
丘陵下の植木という場所に移されたようだ



　　前方の開けたところを見た様子/この下に竪堀が見えるようだが・・・



　　　　　　説明板の更にその先を見たところ



　　　　　ここは諏訪壇への南側の石段のようだ



　　　　そこで左手を見ると、説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/QSXVPEp6dzc




　　　　そこを進むと説明板の通り、土橋があった



　　　そこで左手を見たところ



　　　同じく右手を見たところ



これはその土橋の先を見下ろしたところ/竪堀があり、前方の三角形の平場は、七曲方面を見下ろす監視場であり、攻めてくる敵を狙う「矢打ち場」だったと云う



　さて、次に七曲坂～大手門址～太鼓櫓跡～焔硝蔵址と進んでみよう



　前方に七曲坂の登り口がある



正面に説明板が並んで立っている





　　　　　この七曲坂の登り口右手辺りに四代城主氏繁の奥方、七曲殿の館があったらしい





　　　　　ここからが七曲坂



　　　　この左手が「武者たまりの曲輪」らしい 📹 video

https://youtu.be/7UEPQ9y2TPY


　　何度も折れて登っている 📹 video

https://youtu.be/8woGTN2WBYg


　　　　ようやく頂上に到着



　　　　さて、ここは大手門址（清泉女学院の裏門）/前方の上が本丸（清泉女学院の敷地） 📹 video

https://youtu.be/vY7URZ_Hwjs




　　　　少し右手に移動して本丸方向を見たところ



📹 video

https://youtu.be/wp6ULPWthoA


　　　　　ここが植木1号市民緑地で、ここを登ったところが太鼓櫓址



📹 video

https://youtu.be/qw16f5TjCrI


　　　　　　大手門址の反対側（北側）が搦手址





　　　　ここが太鼓櫓址/説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/PrwhjekEcXA




　　　　この下が焔硝蔵址 📹 video

https://youtu.be/foqd3YHBzfM


　　　「西側につくった門扉から階段を降り、焔硝蔵址の平場」に行けるように記されている



　　　　　そこで焔硝蔵址を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/UIQeuPbJ7fU


　　　　ここが西側につくった門扉/階段を降り、焔硝蔵址の平場に行けるというが、立ち入り禁止になっていた 📹 video

https://youtu.be/dKx-G2K188Q


　　　　この先が階段か・・・ 📹 video

https://youtu.be/HYcXUfmcRPU


さて、ここは大手門址から南西に進んだ、陣屋坂を登り切った所で、正面の階段の上にも「玉縄城趾」碑が立っていた 📹 video

https://youtu.be/xOe-rFGxO38


　　　　これはその近くの第六天社（右手）と相模陣稲荷神社（左手）が鎮座する高台を見たところ/ここに円光寺曲輪があったと云う 📹 video

https://youtu.be/QfRTp_bXiK4


　　相模陣稲荷神社への階段



　　　　相模陣稲荷神社 📹 video

https://youtu.be/cvKLEgc1rFY


　　　第六天社への階段



📹 video

https://youtu.be/RDMpYDOMSXE


　　第六天社



次にふわん坂～久成寺～城主の館と進んでみよう



　　　　ここがふわん坂/この筋から攻め上がってくる敵に警戒感を与えるよう、Ｓ字状に深く切り込まれた急傾斜の坂道となっている 📹 video

https://youtu.be/nO0JwMHlQrk


　　　　　　このように狭くて曲がりくねっている



　そこで振り返って見たところ 📹 video

https://youtu.be/8oIOQwJvSkg


　　　　　　こちらは久成寺



玉縄北条氏の家臣であった梅田秀長の開基により建立されたと云う/境内には上杉謙信の家系である長尾氏一族の墓があり、その中の一人、長尾定景は鎌倉
幕府第三代将軍の源実朝を暗殺した公暁を討ち取った人物と云う



　　　こんな説明板もあった





　　こちらは陣屋坂を下った辺りにある陣屋坂公園



この公園付近に城主の館があったと云う



この公園のエリアから池状遺構が発掘されたらしい 📹 video

https://youtu.be/_OFLStADH4E


　こちらは本丸の東側下の植木に所在する諏訪神社/これは諏訪壇にあった諏訪神社がここに移され、関谷の御霊神社と合祀されたもの



　　　神額には「諏訪・御霊両大神」と記されている



　　　　　由緒書き
この由緒書きには以下のようなことが記されている

『この神社は、今からおよそ420年前当時の玉縄城主

北条綱成公が、玉縄城内の諏訪壇に勧請したものと

伝えられている/元和年間玉縄城の廃城、さらに幾

星霜を経て現在のこの位置に移された/北条綱成公は、

黄八幡といわれた有名な武将であったが、天正15年

73才で没した/公一門の墓は社殿脇の山頂にある』

なお、この墓は現在の龍寳寺本堂の脇に「玉縄北条氏

供養塔」として移設されている





　　　　　諏訪神社社殿 📹 video

https://youtu.be/4gjaMp0SM2w




　　　　　これはその近くにあった冠木門/植木小学校の正門らしい





　　　　　　次に二伝寺砦～龍寳寺城と進んでみよう



　　　　　　ここが二伝寺 📹 video

https://youtu.be/M2zJV3mrHBc


　　　　　左手に説明板が立っているのが見える



　　初代玉縄城主北条氏時の開基/浄土宗の大本山鎌倉光明寺に伝わる『本山伝』が紛失した時に、写しの伝書があったので二伝寺と呼ばれるようになったと伝えられている



　　本堂/右手に説明板が立っているのが見える 📹 video

https://youtu.be/v-T9A6L_ND8


境内には、平安時代中期に鎮守将軍として東下りし、この近くの鎌倉郡村岡郷（村岡城）に入った平良文三代の塚や、北条氏滅亡後の玉縄城主松平正次一 族の墓があるようだ



　　　　　これは桓武天皇に繋がる平良文（村岡五郎良文）の墓前碑



　　　左手の階段を登るようだ/右手に行き先案内表示の石があった！ 📹 video

https://youtu.be/Y-Jw5JOUoC4




　　　　これが平良文の塚 📹 video

https://youtu.be/UqVl5CF60bU


　　　　　　二代忠光の塚



　　　　　　三代忠通の塚



　　こちらは松平正次一 族の墓



　住宅地の隙間から二伝寺砦の一角を見たところ 📹 video

https://youtu.be/E9OxRU8N2WI


さて、こちらは龍寳寺城のあった陽谷山龍寳寺/正面は山門 📹 video

https://youtu.be/61qeFXfNuRI




　江戸時代元禄年間の建立と云う



玉縄城三代城主北条綱成が建立した寺院が始まりで、天正3年（1575年）に六代城主北条氏勝によって当地に移され、玉縄北条氏（小田原北条氏の分家）の菩堤寺として栄え、
七堂伽藍を備えた寺院であったが、小田原北条氏が滅亡するとともに衰え、その後、江戸時代の明和年間（1764年～1772年）に建物が再建されたと云う/建物は昭和26年に火災
で焼失、現在の本堂は昭和35年に大岡實建築研究所の設計により再建されたもの/寺の名は、氏勝の父である北条氏繁の戒名「龍寶寺殿応栄公大居士」からとられたものらしい



　　　「寺の前には植木新宿の城下町が続いていた」と記されている



　江戸時代の儒学者であった新井白石の碑や国指定重要文化財の旧石井家住宅などがあるようだ/本堂及び鐘楼堂の設計者として大岡實（実）の名が見える



　　　　前方が本堂/木造 📹 video

https://youtu.be/HN4hhh-Od1s


📹 video

https://youtu.be/tt95nXGuhHM


📹 video

https://youtu.be/yo7vhu6HXJE


📹 video

https://youtu.be/h4w8cxbzKu8


　　　本堂の左脇には諏訪神社社殿脇の山頂にあったと云う「玉縄北条氏供養塔」があった







　　　こちらが国指定重要文化財の旧石井家住宅





鎌倉から甲州に向かう関谷の街道沿いにあった地侍の子孫の旧家で、農家では鎌倉唯一の重要文化財で、17世紀後半頃の農家の「三間取り四方下家造り」
を良く残していると云う 📹 video

https://youtu.be/SsYqvZKlVQ0


　これはその傍にあった横穴で、やぐら、あるいは横井戸（横堀の井戸で、湧水の豊富な谷戸の崖地で時折見受けられると云う）のようだ



　　　　　こちらは併設されている玉縄歴史館 📹 video

https://youtu.be/Mr5qApKWjKU


　これは展示されていた玉縄城跡の大手門の模型



　　　これは大手門の礎石



　　さて、ここはJR大船駅西口近くにあった玉縄首塚



　　　　玉縄首塚の由来を記した石碑が立っている



1526年（大永6年）、安房の里見実堯が鎌倉に攻め込んだ際、玉縄城を守る北条氏時（北条氏綱の弟）は戸部川（柏尾川）べりに出て防戦したが、この戦いで北条
方の兵36名が戦死/戦後、氏時が敵味方の首を交換してここに葬ったと伝えられている場所がここと云う




